
令和３年度 県立病院を良くする会 次第

日 時 令和４年２月２８日（月）

午後３時３０分から

場 所 ＷＥＢ会議開催

１ 開 会

２ 議 事

(1) 会長・副会長の選任ついて

(2) 徳島県病院事業経営計画の取組状況について

(3) 各県立病院の取組状況について
・中央病院

・三好病院

・海部病院

(4) 公立病院経営強化プラン策定に向けて

(5) 意見交換

３ 閉 会

【配付資料】

・資料１ 徳島県病院事業経営計画の取組状況

・資料２ 徳島県病院事業経営計画の取組状況の評価について

・資料３ 各県立病院の取組状況について

・資料４ 公立病院経営強化プラン策定に向けて



令和４年２月２８日 

県立病院を良くする会資料 

資料１ 

徳島県病院事業 

経営計画の取組状況 



１ 「グループ力の強化」に向けた取組 

(1)広域的な救急医療提供体制の整備 

◆「ドクターヘリ」の運行 
 「助かる命を助ける」べく， 
 県内のみならず「関西広域連合」管内をはじめ， 
 県域を越えて運行 平成２４年１０月～ 
  ・令和２年度の出動件数 
     ４６９件 
  ・H24.10～R3.3末までの出動件数 
    ３，６８３件（１日平均約１．２件） 

  
 
 

（資料２ ｐ２，８） 

◆「ホスピタルカー」の導入 
  平成２９年１０月から導入 
→ 令和２年１１月から医師が現場に向かう 
 「ドクターカー」として機能強化 

  ・令和２年度実績 

   ８７件（施設間搬送７２件，現場出動１５件） 
 

 新計画（p57） 

「危機管理能力の向上」に 
向けた取組 

１ 



(2)医師の確保と指導医・専門医の養成 

◆臨床研修指導医の養成 
  

 高度な知識や技術・経験を持つ指導医や専門医を養成し， 
 次の世代の研修医を育てる医師育成サイクルを構築   

（資料２ ｐ２） 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

備 考 

臨床研修指導医数 
【県立３病院全体】 

９６名 １２０名 ９９名 １２０名 

・ 中央病院： ８２名 

・ 三好病院： １４名 

・ 海部病院：  ３名  

   （年度末実績） 

 新計画（p53） 

「人材確保・働き方改革」に 
向けた取組 

２ 



◆ 新築移転した海部病院内に「地域医療研究センター」を充実整備 

（地域医療を担う「若手医師」の育成拠点） 

・例年，１００名程度の徳島大学医学部生を受入れ 

・令和２年度は，新型コロナ対策のため受入を制限 

研修室 宿泊室 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

備 考 

初期・後期臨床研修医数 
【県立３病院全体】 

３９名 ５５名 ５４名 ６０名 

・ 中央病院： ３６名 

・ 三好病院： １８名 

・ 海部病院： １６名 

 （病院間の重複あり）  

(3)臨床研修の充実 

（資料２ ｐ３） 

◆ 初期・後期臨床研修医の育成 

宿泊室 

 新計画（p53） 

「人材確保・働き方改革」に 
向けた取組 

３ 



(4)スペシャリストの養成 

◆医師の負担軽減のため「医師事務作業補助者（医療秘書）」を充実 
  

  
 
 
 
 
◆院内保育所（中央病院 やまもも保育園）の運営 
  

    ・定員８０名（うち徳大病院枠10名） 
  ・年中無休（夜間保育を実施） 

 (5)医師・看護師等の「勤務環境」の改善 

◆「専門・認定看護師」の計画的養成 
  

 令和３年５月現在の資格取得者数 
  

  ・専門看護師 ３名（がん看護，老人看護） 
  ・認定看護師 ３７名（１７分野）  ＊今年度２名（２分野）が認定審査受験予定 

     ＊救急看護，感染管理，皮膚・排泄ケア，緩和ケア，集中ケア，糖尿病看護，がん化学療法看護， 

          がん性疼痛看護，がん放射線療法，小児救急看護，脳卒中リハビリテーション，摂食・嚥下障害， 
                           認知症看護，手術看護，慢性呼吸器疾患看護，慢性心不全看護，精神科 

    

（資料２ ｐ３） 

（資料２ ｐ４） 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

備 考 

医師事務作業補助者数 
【県立３病院全体】 

４０名 ５０名 ５４名 ５５名 
・ 中央病院： ３５名 

・ 三好病院： １４名 

・ 海部病院：  ５名 

 新計画（p53~54） 

「人材確保・働き方改革」に 
向けた取組 

４ 



(6)危機管理への対応力の強化 

◆災害に備えたライフラインの確保 
  災害時における「水供給の多重化」と 
  平時における「水道料金の削減」を両立させるため， 
  三好病院において，井水利用に係る施設を整備 
 

 

・大規模災害を想定した実動訓練の実施により， 
 メディカルゾーンにおける災害時医療体制を検証 

（資料２ ｐ４） 

◆総合メディカルゾーン本部合同災害対策訓練 
  ・中央病院・徳島大学病院合同で 
   令和元年１０月５日実施（３８０名参加） 

◆ＤＭＡＴの育成 
   

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

備 考 

ＤＭＡＴ数 
【県立３病院全体】 

７チーム １０チーム ８チーム 
１２ 

チーム 

・ 中央病院： ４チーム 

・ 三好病院： １チーム 

・ 海部病院： ３チーム 

◆令和3年度徳島県総合防災訓練 
  ・中央病院が参加し，令和３年９月１日実施 

 新計画（p57） 

「危機管理能力の向上」に 
向けた取組 

５ 



(8)医療器械等の共同購入の推進 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

医薬品の採用品目数 
【県立３病院全体】 

1,869品目 
1,000 

品目以下 
1,714品目 － 

医療材料の共同購入品目数 

【県立３病院全体】 
168品目 250品目 258品目 300品目 

今後の取組 
「３病院は３つで１つ」との理念のもと，それぞれの品目毎に採用数と費用
対効果等を再検証し，「同種同効医薬品の統合」「診療材料の標準化」を推
進する。 

※令和２年度の県立三病院における共同購入２５８品目の削減実績 
 ・診療材料 年度換算で約2億1,300万円（定価と購入価格の差）  
  
 

（資料２ ｐ５） 

 新計画（p60） 

「医療の質の向上」に 
向けた取組 

６ 



(1)高度先進医療・臨床研究の充実 

◆高度医療機器の整備による先進医療の提供 
 ・中央病院では，リニアック（Ｒ３更新）やＰＥＴ－ＣＴ， 
  ダ・ヴィンチ（Ｒ２更新）による 
  高精度な治療や検査を推進 
 

 ・三好病院では，リニアックにより，質の高い「がん治療」を推進 
 

 ・海部病院では，マルチスライスＣＴを導入 

２ 「医療機能の分化と連携の実現」に向けた取組 

（資料２ ｐ６） 

リニアック 

 新計画（p60） 

「医療の質の向上」に 
向けた取組 

ダ・ヴィンチ 
７ 



(2)地域医療連携の充実 

◆紹介・逆紹介による連携の推進 
 中央病院では， 
  逆紹介率２２４％ 
  （紹介率９６％）と， 
 全国トップクラスであり， 
 着実に地域の医療機関との 
 役割分担を推進 

主要指標 
Ｈ26年度 

（計画策定時） 
R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

紹介率 

中央病院 ８０％ ９０％ ９６％ ９３％ 

三好病院 ４０％ ６０％ ６０％ ６５％ 

海部病院 ２９％ ４０％ １９％ ３０％ 

逆紹介
率 

中央病院 １３９％ １８０％ ２２４％ ２００％ 

三好病院 ９７％ １２０％ ９８％ １００％ 

海部病院 ３３％ ４０％ ４８％ ５０％ 

◆訪問看護・訪問診療の推進  
 海部病院では， 
  平成２１年度から訪問診療・訪問看護を実施  
  ・令和２年度実績  
            訪問診療  ３２２件 
     訪問看護  ８００件 
          

（資料２ ｐ７） 

 新計画（p55） 

「地域との連携」に 
向けた取組 

８ 



(1)チーム医療の推進 

３ 「医療の質の向上」に向けた取組 

◆高い専門性を有する「診療チーム」による的確な医療の提供    
 ・ 求められる医療需要に，的確かつ迅速に対応するため， 
  「緩和ケアチーム」「糖尿病チーム」「口腔ケアチーム」など                                                   「精神科リエゾンチーム」「褥瘡対策チーム」など 
  多職種による，チーム医療を推進 
 ・ チーム連携により，回復力・予防力の向上に貢献する 
  薬剤管理指導を実施 
 

（資料２ ｐ１０） 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

薬剤管理
指導件数 

中央病院 11,961件 16,000件 15,167件 17,000件 

三好病院 3,841件 4,000件 2,573件 3,500件 

海部病院 1,905件 1,900件 889件 1,800件 

 新計画（p60～61） 

「医療の質の向上」に 
向けた取組 

９ 



４ 「経営の効率化」に向けた取組 

◆入院患者数，在院日数の適正管理 
 急性期医療の重点化を図るため，適切な平均在院日数と 
 病床利用率の管理に取り組むとともに， 
 新規入院患者の受け入れを促進する。 

主要指標 Ｈ26年度 
（計画策定時） 

R2年度 
目標値 

R2年度 
実績値 

R7年度 
目標値 

説 明 

平均在院 

日数 

中央病院 9.7日 9.6日 10.3日 9.6日 精神病床を除く 

三好病院 16.1日 13.5日 14.3日 13.5日 緩和ケア病床を除く 

１日平均 
新規入院 
患者数 

中央病院 30.9名 33名 27.2名 33名 精神病床を除く 

三好病院 8.2名 10名 8.3名 10.5名 緩和ケア病床を除く 

(1)急性期医療の重点化 
（資料２ ｐ１３） 

 新計画（p60） 

「経営の効率化」に 
向けた取組 

１０ 



(1)後発医薬品の採用 

◆県立３病院で使用する後発医薬品の数量シェア 
 県立３病院では，後発医薬品の数量シェアが， 
 国が示す「令和２年９月までに８０％以上」の目標を既に達成。 
 ・令和２年度実績 
  中央病院 ９０．２％ 三好病院 ９３．５％ 海部病院 ９４．９％ 
  
 ◆外来処方における新たな取組 
 県内有数の外来処方数量を誇る県立病院として， 
 調剤薬局における処方数量の増加に向け， 
 
 「薬品名」ではなく，「成分名」で処方を行う 
 「一般名処方」を， 
  平成２４年４月から実施している海部病院に続き， 
  平成２９年１１月から中央病院で， 
  平成２９年１２月から三好病院で実施 
   

 ・令和３年３月現在 一般名処方品目数 
   中央病院 １４９品目  
   三好病院  ８５品目  
   海部病院  ７１品目 
 

（資料２ ｐ１５）  新計画（p60） 

「経営の効率化」に 
向けた取組 

１１ 



◆ 医療機器の整備 
   新型コロナウイルス感染症患者の 
   急速な増加にも対応できるよう、医療機器を整備 
   ・人工呼吸器 
    中央病院：５台購入，２台リース 
    三好病院：４台購入 
    海部病院：３台購入 
   ・生体情報モニター 
    中央病院：２４台購入 
    三好病院：８台購入 
    海部病院：２台購入 など 
 
◆ 検査機器の整備 
  ・ＰＣＲ検査機器 
    中央病院：令和２年７月導入，運用開始 
    三好病院・海部病院：令和２年１２月末導入 
              令和３年１月運用開始 
 
  

感染症対策の充実 

 新計画（p57） 

「危機管理能力の向上」に 
向けた取組 

※医療機器の導入による 
受入れ体制強化 

人工呼吸器 

重点 

１２ 



◆中央病院ＥＲ棟の整備 
  ・次の４つの機能を付加・統合した 
  ＥＲ棟を整備し，本館棟と連携を図ることで， 
  救急医療等の体制を充実強化 
   ① 救命救急機能 
     「救命救急センター」としての機能向上を図るため， 
     感染症外来をはじめ救急医療を充実 
   ② 災害対応機能 
     発災時に「災害対策本部」や「ＤＭＡＴ活動拠点本部」の 
     役割を担い，危機事象に速やかに対応 
   ③ 人材育成機能 
     医療技術の習得を図るための 
     施設「スキルスラボ」による 
     医療人材の育成 
   ④ 地域医療支援機能 
     「５Ｇネットワーク」による 
     遠隔医療で地域医療を支援 

救命救急医療の充実強化 

 新計画（p57） 

「危機管理能力の向上」に 
向けた取組 

※令和４年末 ＥＲ棟の竣工を 
目標に追加 

重点 

１３ 



ＩＣＴ（情報通信技術）の活用 

◆５Gを活用した遠隔医療の推進 
  ・令和3年7月27日に中央病院・ 
   海部病院間において 
   ５Ｇによる糖尿病遠隔診療，内視鏡遠隔診断支援を開始 
  ・令和3年9月9日、12月16日に中央病院・三好病院間において 
   ８Ｋ映像伝送によるローカル５Ｇの実証事業を推進 

高精細なﾌﾙＨＤ動画を伝送し， 
直線距離で約５０km離れた 
両病院間で遠隔診療を実施 県立海部病院 県立中央病院 

５G 

糖尿病 

遠隔診療 

糖尿病専門医 
総合診療医 

患者 

エコー・内視鏡 

遠隔診断 

５Ｇを活用し，エコーや 
内視鏡による遠隔診断を 
実施 

内視鏡遠隔診断支援 

糖尿病遠隔診療 

８Ｋ映像伝送による 
ローカル５Ｇ実証事業 

 新計画（p62） 

「医療の質の向上」に 
向けた取組 

※地域医療の課題解決に向け 
５Ｇの実装を推進 

重点 

１４ 



◆令和３年８月  
 「徳島医療コンソーシアム推進協定」に 
 新たに2病院が参加 
   
  
  

地域医療連携のさらなる充実に向けた新たな取組 

＜連携を図る公立・公的１５病院＞  
 ・徳島県立病院（中央病院・ 
  三好病院・海部病院） 
 ・徳島大学病院 
 ・徳島県鳴門病院 
 ・三野病院 
 ・上那賀病院 
 ・美波病院 
 ・海南病院 
 ・半田病院 
 ・徳島赤十字病院 
 ・吉野川医療センター 
 ・阿南医療センター 
 ・徳島市民病院（Ｒ３参加） 
 ・勝浦病院（Ｒ３参加） 

 新計画（p55） 

「地域との連携」に 
向けた取組 

重点 

１５ 



◆地域包括ケアシステムの構築  
 ・令和元年７月，海部病院において，4階病棟の 
  「地域包括ケア病棟」を開始 
 ・三好病院において，回復期病床として，地域包括ケア病棟の 
  整備を検討    
  
  

厚生労働省HPより 

 新計画（p55） 

「地域との連携」に 
向けた取組 

地域に不足する医療機能への取組 

重点 

１６ 

































































































【令和３年度県立病院を良くする会資料４】

公立病院経営強化プラン策定に向けて

１ 国の動き

令和３年１２月中旬

総務省の「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営

強化に関する検討会」の中間取りまとめ（案）が打ち出される。

・ 総務省は令和３年度末までに「ガイドライン」策定

・ 各自治体は令和４年度または令和５年度中に策定し、

計画期間は令和９年度まで

２ 中間取りまとめ（案）での経営強化のための必要な取組ポイント

（１）機能分化・連携強化の推進

・ 地域の中での公立病院が担うべき役割や機能の明確化

★（２）医師・看護師等の確保、働き方改革の推進

・ 医師の時間外労働規制が開始される令和６年度に向けての明記

★（３）新興感染症に備えた平時からの対応

・ 専門人材の確保・育成

・ 感染防護具等の備蓄、院内感染対策の徹底

・ クラスター発生時の対応方針の共有

・ 個室化、動線分離、陰圧装置等について平時からの整備

・ 施設の改修にあたり新興感染症発生時に果たすべき役割を整備

★（４）デジタル化

・ マイナンバーカード保険証利用、遠隔診療、オンライン診療等

・ 情報セキュリティ対策の明記

３ 今後のスケジュール

令和４年度

４月 経営計画策定プロジェクトチームを設置

５月 経営計画原案・骨子作成

７月～８月 病院局経営戦略会議に素案提示

７月～８月 県立病院を良くする会に素案提示

１１月 県議会文教厚生委員会に素案報告

１２月 パブリックコメント公募

１月 病院局経営戦略会議に原案提示

２月 県議会文教厚生委員会に原案報告


